
『
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
』
第
10
号
（
最
終
号
）
刊
行
に
際
し
て	

	

鎌
田
東
二　
●

001

第
１
部 　

こ
こ
ろ
の
ワ
ザ
学 

第
一
章

「
こ
こ
ろ
の
練
り
方
」
探
究
事
始
め　

そ
の
六

	

遠
藤
周
作
と
石
牟
礼
道
子
の
「
汎
神
論
」	

	

鎌
田
東
二　
●

002

第
二
章

	

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
複
製
美
学

─
絵
画
の
写
真
複
製
を
巡
る
問
題
を
中
心
に	

	

秋
丸
知
貴　
●

015

第
三
章

	
Reduction

（2012

〜2015

）
―
瞑
想
す
る
坐
像	

	

近
藤
髙
弘　
●

023

第
四
章

	

事
後
的
な
意
味
生
成
を
促
進
す
る
情
報
技
術
に
関
す
る
考
察

	
	

	
渡
邊
淳
司　
●

028

第
五
章

	

北
野
天
満
宮
「
悲
と
ア
ニマ
」
展
と
「
鎮
魂
茶
会
」、淡
路
人
形
浄
瑠
璃
、 

	

「
電
気
紙
芝
居
」、「
鎮
魂
能
舞
」	

	

鎌
田
東
二　
●

030

第
六
章

	

モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
ア
ー
ト
分
科
会
／
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来

研
究
セ
ン
タ
ー
連
携
研
究
プ
ロ
ジェク
ト
二
〇
一五
年
度
活
動
報
告

	
	

	

大
西
宏
志　
●

034

第
七
章

	

モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
ア
ー
ト
分
科
会
活
動
報
告
二
〇
一五
・「
現
代

京
都
藝
苑
二
〇
一五
」
を
中
心
に	

	

秋
丸
知
貴　
●

040

第
2
部 　

第
六
回
東
日
本
大
震
災
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

	

こ
こ
ろ
の
再
生
に
向
け
て

	

五
年
目
を
迎
え
た
被
災
地
の「
復
興
」と
現
実

	
	

玄
侑
宗
久
＋
鈴
木
岩
弓
＋
稲
場
圭
信
＋
井
上
ウ
ィ
マ
ラ

	
	

＋
金
子
昭
＋
黒
崎
浩
行
＋
鎌
田
東
二
ほ
か　
●

050

第
3
部 　

比
較
文
明
学
会
「
災
害
と
文
明
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

	

災
害
と
文
明
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ　

火
山
列
島
の
災
害
と
文
化

	
	

鎌
田
浩
毅
＋
原
田
憲
一＋
横
山
玲
子
＋
中
牧
弘
允

	
	

＋
松
本
亮
三
＋
鎌
田
東
二
ほ
か 　
●

089
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発
行
日	

平
成
二
八
年
三
月
三
一
日

発   

行	

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー

	

モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会

	

〒
6
0
6
―

8
5
0
1
 

	

京
都
市
左
京
区
吉
田
下
阿
達
町
４
６

	

電
話 

０
７
５
―

７
５
３
―

９
６
７
０
（
代
）

	
http//hom

epage2.nifty.com
/m
ono-gaku/

編　
　

集	

編
集
工
房
レ
イ
ヴ
ン　

原　

章

デ
ザ
イ
ン	

鷺
草
デ
ザ
イ
ン
事
務
所　

尾
崎
閑
也

組　
　

版	

マ
ル
工
房　

大
西
昇
子

印　
　

刷	

株
式
会
社
N
P
C
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

◆
「
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
」
を
掲
げ
て
十
年
が
過
ぎ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
「
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
」
も
満
十
歳
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、「
元
服
」「
卒

業
」
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
テ
ー
マ
や
問
題
意
識
は
継
続
し
、
Ｈ
Ｐ
も
継
続
維
持

す
る
が
、
本
誌
『
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
』
を
発
刊
す
る
こ
と
は
本
号
・
第
十
号
を

も
っ
て
打
ち
止
め
と
し
た
。
関
係
各
位
の
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
協
力
に
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。	

（
鎌
田
東
二
）

◆
「
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
」
は
鎌
田
東
二
先
生
が
京
都
造
形
芸
術
大
学
芸
術
学

部
教
授
だ
っ
た
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
鎌
田
先
生
は
京
都
大
学
こ
こ
ろ

の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
に
移
ら
れ
、
同
大
学
を
定
年
退
職
さ
れ
る
今
年
、
本
誌
も
最
終

号
と
な
っ
た
。
毎
号
、
も
の
の
見
方
を
が
ら
り
と
変
え
て
く
れ
る
よ
う
な
論
文
が
掲
載

さ
れ
、
知
的
興
奮
に
満
ち
た
編
集
作
業
だ
っ
た
。
執
筆
者
の
み
な
さ
ま
、
そ
し
て
関
係

者
の
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。	

（
原　

章
）

編
集
後
記

「
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
」
と
は
？

本誌の一部または全部を無断で複写、転載することを禁じます。

「R
eduction

」
近
藤
髙
弘

表
紙
作
品

　
「
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
」
は
、
二
〇
〇
六
年
四
月
二
一
日
付
け
で
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学

研
究
費
補
助
金
交
付
に
採
択
さ
れ
た
「
モ
ノ
学
の
構
築
―
も
の
の
あ
は
れ
か
ら
貫
流
す
る
日
本
文
明

の
モ
ノ
的
創
造
力
と
感
覚
価
値
を
検
証
す
る
」
を
研
究
し
、「
モ
ノ
」
と
「
感
覚
価
値
」
を
あ
ら
ゆ
る

角
度
と
発
想
か
ら
考
察
し
、表
現
し
て
ゆ
く
“
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
な
研
究
会
”
で
す
。

　

こ
の
研
究
会
で
は
、

１
．日
本
人
が
「
モ
ノ
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、「
モ
ノ
」
と
心
と
体
と
命
及
び
自
然
と
の
関
係
を
ど

う
見
て
き
た
か
を
検
証
す
る
と
同
時
に
、「
カ
ワ
イ
イ
・
カ
ッ
コ
イ
イ
・
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
・
こ

わ
い
・
す
て
き
・
お
も
し
ろ
い
・
た
の
し
い
」
な
ど
の
快
美
を
表
わ
す
感
覚
価
値
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
分
析
し
ま
す
。

２
．「
モ
ノ
」
が
単
な
る
「
物
」
で
は
な
く
、
あ
る
霊
性
を
帯
び
た
「
い
の
ち
」
を
持
っ
た
存
在
で
あ
る

と
い
う
「
モ
ノ
」
の
見
方
の
中
に
、「
モ
ノ
」
と
人
間
、
自
然
と
人
間
、
道
具
や
文
明
と
人
間
と
の
新
し

い
関
係
の
構
築
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

３
．二
一
世
紀
文
明
の
創
造
に
は
新
し
い
人
間
認
識
と
身
体
論
と
感
覚
論
が
必
要
で
あ
り
、
感
覚
基

盤
の
深
化
と
再
編
集
な
し
に
創
造
力
の
賦
活
と
拡
充
は
な
い
で
し
ょ
う
。そ
れ
ゆ
え
、「
モ
ノ
」
の
再

布
置
化
と
人
間
の
感
覚
能
力
の
可
能
性
と
再
編
成
を
探
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
二
一
世
紀
的
課
題

と
な
る
は
ず
で
す
。

４
．人
間
の
幸
福
と
平
和
に
結
び
つ
く
「
モ
ノ
」
認
識
と
「
感
覚
価
値
」
の
あ
り
よ
う
を
探
り
な
が
ら
、

認
識
に
お
け
る
「
世
直
し
」
と
「
心
直
し
」
を
し
て
い
く
の
が
本
研
究
の
大
き
な
目
的
と
な
り
ま
す
。

５
．ま
た
、「
モ
ノ
」
と
「
感
覚
価
値
」
を
新
し
い
表
現
に
結
び
つ
け
、
大
胆
な
表
現
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
の
中
に
「
ア
ー
ト
分
科
会
」（
世
話
人
：
近
藤
髙
弘
・
大
西
宏
志
）
が

あ
り
、現
在
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
」
の
Ｈ
Ｐ: http://m

ono-gaku.la.coocan.jp/

を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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